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2.研 究 のね らい ・目的

本研究は重点領域研究 「総合的地域研究の手法確立」における 「外文明 と内世界」に関連す

る課題 として、主 に東南アジアの言語資料を用いて国家意識の形成 を研究対象にする。従来、

研究メンバーは東南アジアの国家の形成に関心を もち個々に論文を発表 してきた。重点領域研

究では、東南アジアの主要国家が醸成 して きた国家意識の歴史的展開に焦点をあて、国家観の

普遍性 と固有性、正統性原理、また国家や民族間の力関係のなかで組まれたネッ トワーク、外

圧への抵抗 という外因と少数民族や移民の同化吸収という内因による国家イデオロギーの構築

など、近代国家の形成 に至 る精神的基盤の史的研究をめざす。

吉川がもつ研究の関心 は、 タイが19世 紀から20世 紀は じめに接触 したヨーロッパ列強、かつ

大量 に流入す る華僑 という外圧を受けて、国民国家として成 り立たせて いくための論理 と政策

を模索 していた時期、過去の栄光 とい う歴史 の伝統を引 き出 し、王権を強化 し国家イデオ ロ

ギーを形成 しなが ら、 ヨーロッパ列強に対抗する論理、移民を同化吸収する方策を見いだす過

程を、時の権力者や言論の担い手の言説のなかか ら明 らかにしようとす る。

桃木は、前近代の東 ・東南ア ジアの国家間関係を 「中華」や 「小中華」の相互関係のネ ット

ワークととらえ、それぞれが もっ同心円状の統治体制の延長 としての華夷秩序、それを支える

世界像 ・歴史像としての華夷意識のあ りかたを探ろ うとする。東南アジア大陸部の近世におい

ては、ベ トナム世界、タイ族世界、 ビルマ世界など、 「小中華の並立状況」が存在 したのでは

ないかという問題提起から研究を開始 した。

渡辺 は、ll世 紀以来のビルマでの王朝の交代のなかで残 された記録を もとに、歴代の王朝の

支配のイデオロギーを抽出 し再構成することによって、それぞれの支配者階層が抱いていた国

家観を探究す る。そ して、国家観や国家意識の変遷やその理論的淵源を考察する。

菅谷 は、フィ リピンにおける国家意識形成の前提のひとっをなす もの として、18世 紀中葉以

降の中国系メスティーソの社会集団 としての析出をとりあげ、とくにマニラを中心 とする中国

人移民社会の変容 という観点か ら分析す ることを研究課題 としている。
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3.平 成5年 度 の研究 経過

平成5年 度は研究会を以下のように3回 開催 した。3回 とも、発表者 とメンバー以外に20人

前後の参加者があった。

第1回 研究会(9月18日 、於大阪)

桃木至朗 「ベ トナム型華夷意識序論」

第2回 研究会(10月16日 、於大阪)

渡辺佳成 「ビルマ王権研究の成果 と課題」

第3回 研究会(12月18日 、於沖縄)

豊見山和行 「近世琉球の海事法と漂流問題」

西里喜行 「琉球における国家意識の形成 ・定着 ・変容について」

吉川利治

菅谷成子

「タ イ近 現 代 史 に と って の ス コ ー タ イ王 朝 一

「18世紀 、 マ ニ ラ 中 国 人 社 会 の 変 容 」

タイの創 られた伝統

(1)ベ トナム型華夷意識序論

第1回 研究会で桃木 は、10～19世 紀ベ トナム王朝国家の華夷意識を支えた世界像 ・歴史像を

とりあげ、対中国関係 とその他の対外関係に分けて検討 した。前者では、中国の侵略への抵抗

と中国 との対等性の主張による国家権力の正当化 という有名な事実の影で見過 ごされてきた、

正統性原理の歴史的 ・地理的多重性を国号、始祖説話、歴代支配者に関する名分論などについ

て検討 した。とりわけ 「南中国」をどう認識するかによって、その多重性が生 じていると指摘

し、15世 紀以前は南中国でのベ トナムの(系 譜上の)中 心性を強調するが、18世 紀には南中国

も中国の一部 とみて、それ との系譜的関係を否定 し、その一方 で自己の中華性 そのものは極限

まで強調するようになる、 と説明 した。次いで、中国文化圏に属さないその他の周辺諸国に対

して、ベ トナムが中華と して臨んだ様子を検討 した。ベ トナムは14世 紀以降にようや く占城

(チ ャンパ)な どの隣接諸国を圧倒する力を もち、明瞭な華夷意識を獲得 してい く。当初 は諸

国の朝貢国化に重点をおいていたのが、17世 紀以降には 「蛮夷」の同化にも力を入れるように

なる。対中国関係とその他の対外関係の両方にあ らわれた15世 紀以前 と17、18世 紀との差異の

原因を、内因と外因の双方から検討する必要を指摘 した。

(2)ビ ルマ王権研究の成果 と課題

第2回 研究会で渡辺 は、 ビルマの王朝にみ られる支配の イデオロギーを抽出 し再構成 して、

ビルマの王権は、絶対権力者としての 「水 と陸を統べ る王」 「生命の王」、支配の正統性を し

めす 「太陽王統 の子孫」 「転輪聖 王」 とい う観念 の内在をあげ、王権 研究に三っの流れが
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あることを指摘す る。歴代王朝のなかでは、パガ ン王朝(1044-1287)で は 「神 としての王」

「救済者、最大の功徳集積者 ・分配者 としての王」 「三十三天の支配者 」 「人間としての王」

「超人間 としての王」な ど、支配者 としての王の理念 と機能役割を示 した。第二次タウングー

王朝(1597-1752)と アラウンパヤー王朝(1752-60)に おいては、法 と秩序を維持擁護 しな

がら統治す る王 とみな し、 「転輪聖王」 「未来仏 としての王3と して、その地位の根拠を過去

世の 「カ ンマ」(業)で 説明 し、所有す る波羅蜜で征服王の力を顕示 し、 「水と大地の支配

者」 「生命の王」と呼んで物的 ・人的あ らゆる資源の独 占を主張 し、王に対 してのみ服従を誓

わせる関係を明 らかに した。コンバ ウン王朝(1752-1819)に おいては、王は法の護持者と し

て秩序の維持 にあた り、 「転輪聖王」の実現が強調され、法 による世界征服、混沌か ら世界を

救 う世界の支配者 と して君臨するという特徴をあげてる。そ して法 による世界支配、仏教とダ

ンマの護持 という大義のための戦いが ビルマによるタイのアユタヤ征服、イン ドのマニ プール

攻略につながってい くと解釈する。さらに、世界像の表象としての転輪聖王概念、転輪聖王の

支配領域 を年代記などか ら抽出分析 してみせ る。結局、 ビルマの王朝は 「王権への権力の集中

を正常で望ま しい状態 と描写することによって、政治権力の分散という抗 しがたい現実を心理

的に慰める」というリーバーマ ンの言葉を引用す る。 ビルマの転輪聖王概念に対 して、同 じ上

座仏教を受容 したタイでの展開、支配領域の有限性 ・無限性 とい う点でベ トナムの中華概念 と

の対比、また、本家のイ ンドやス リランカでの展開 ・意味性を検討することにより、普遍性 ・

固有性が明 らかになると考え る。

第3回 研究会は沖縄市内のゆうな荘で開催 し、琉球大学の琉球史学者、西里喜行教授、豊見

山和行助教授を招いて琉球史 と東南アジア史 との合同研究会を開いた。合同研究会には、同 じ

く琉球史学者 ・真栄平房昭助教授(神 戸女学院大学)を 招待 し、研究会のコメン トと沖縄県立

博物館および史跡の案内と解説をお願い した。他の班か らの参加者以外に浦添市立図書館長高

良倉吉氏、沖縄県立図書館館員、朝 日新聞論説委員 らが参加 していた。 日本 と中国のあいだに

存在 した琉球王国の歴史的立場を知見 し、比較研究の上で大 きな刺激を受 けた。

(3)近 世琉球の海事法と漂流問題

豊見山の報告は、薩摩支配下における琉球の対応のあ り方を探 り、薩摩の琉球支配の特質を

探る。1765年 以降の薩摩への上納米、薩摩側の海運事情で琉球は次第に疲弊 していく様を資料

を もとに解 き明かす。琉球側が先例や薩摩の 「御法」、琉球の慣習法 「国法」や 「船法」を盾

にして薩摩 との交渉に臨む手法 は、単純な支配 ・隷属では説明 し得ない、王国でっちかわれた

国意識があることを示 していると説 く。小国が大国との間に結ばれた政治経済のネッ トワーク
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のなかで、慣行と法を武器に して筋を通 し、大国との交渉に立 ち向かう小国の国家意識は感動

的である。

(4)琉 球における国家意識の形成 ・定着 ・変容 につ いて

西里は、琉球の自己意識(琉 球意識)が 形成 されて国家意識 として定着 していく過程が琉球

史の形成 ・展開過程、とりわけその対外関係に大 きく規定されている、と説 く。その対極には

対外意識 一国際意識が働 き、 「唐や差傘、大和や馬の蹄、沖縄や針の先」という琉球の 自他認

識がどのよ うな歴史過程のなかで形成 されて きたのか、 とりわけ 「琉球人」、 「琉球国」意識

の形成における奄美 ・先島の位置づ けを検討 した。17世 紀以前の古琉球期、薩摩の琉球侵略以

後の近世期、琉球処分期の時期 に分 けて、資料 と年表および地図で指 し示 しなが らの説明は説

得的であった。なかで も、琉球の砂糖生産をめ ぐっての薩摩藩 は、オランダ領東印度の場合と

の近世植民地論 としての比較研究が可能であるとの意見があ った。

⑤ タイ近現代史にとってのスコータイ王朝 タイの創 られた伝統

吉川は、1987年 に巻き起 こった、タイ文字による最初の碑文ラームカムヘー ン王碑の真偽論

争を取りあげ、近代か ら現代にかけて創 りだされたタイの伝統的なるものを解 き明かそ うとす

る。真偽論争のシ ンポジウムで は、まず このス コータイ王朝の碑文の内容が タイの歴史 ・文化・

思想 ・道徳に多大の影響を与えてきたと説 くカンラヤーニー内親王(=現 国王の姉)の 冒頭発

言に、王家が真偽論争の行方に並 々ならぬ関心を寄せていることを示 し、19世 紀のモ ンクッ ト

皇太子(の ちのラーマ4世)に よる偽作という、その根拠 とするピリヤの説を提示する。そし

て、20世 紀に入 ってか らの ワチラーウッ ト皇太子(後 のラーマ6世)、 ダムロン親王、 クン ・

ウィチッ トラマー トラー、ルワン ・ウィチ ッ トワータカー ン、セーニー ・プラーモー トら、タ

イの政治 を動か し、言論 ・思想界を リー ドしてきた人びとのラームカムヘー ン王碑文を解説 し

賛美する言説をとりあげる。そこに表現 されている到来する欧米勢力や流入す る華僑の外来勢

力に対 して、タイが光輝ある歴史 と優れた伝統を もっていたという主張が、タイの現代ナショ

ナ リズムの基盤 になって いるのではないかと指摘す る。13世 紀の作ではな く19世紀の作 とする

ラームカムヘーン王碑文の創出と、碑文内容が繰りかえ しタイの伝統 として礼賛 され宣伝 され

て きた過程は、E.ホ ブスボウムが定義づけたところの 「創 られた伝統」にまさ しく相 当する

性質の ものではないかと考える。

(6>18世 紀、マニラ中国人社会の変容

菅谷は、18世 紀中頃のアランディア総督に始まり約半世紀 にわたって実施 されたスペ イン政

庁の非カ トリック中国人追放政策が、マニ ラを中心 とす る中国人移民社会を従来の出稼 ぎ
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型からカ トリックか らなる小規模な定住型の社会に変容 させたこと、およびこの変容が中国人

メステ ィーソの数的増大の基盤を提供 した ことを指摘 した。中国人移民社会のカ トリック化は、

脱 「中国人化」ともいえるもので、カ トリックの受容に象徴 されるスペイ ンの支配を主体的に

受け入れ ることによって、中国人移民社会の存続をはかったものといえる。その結果、中国人

移民社会は、フィ リピン社会を正統に構成する要素 となった中国人 メステ ィーソを生み出す母

胎となったと説明す る。また、在住中国人のカ トリック化が これ らの中国人の活動の幅を広げ、

例えば、スルー諸島などスペインの直接支配下に入 らない地域の交易 に従事 したこと、また、

この ことが カ トリック中国人およびメスティーソの人的ネッ トワー クの形成にも寄与する結果

とな ったであろうこと、同時に、中国人社会と別の メスティーソの社会が確固 として形成 され

ていった ことを裏づける手がか りを提示 した。

4.研 究 の成果 とフ ロ ンテ ィア

桃木 は、先の発表を通 じて、南中国 との関係におけるベ トナムの正統性原理の多重性を明ら

かにした。それはベ トナムがそれぞれ、①南中国全域、②広東 ・広西 とベ トナム、③現実のベ

トナム、の範囲の中心であると主張す る。13世 紀の②から15世 紀の①への空間的拡大 と平行.し

て、国家の起源が前700年 か ら前2000年 へと時間的に も拡大 される。 しか し18世 紀には、②③

への縮小が起 こる一方で、 自己の属性 としての中華性の主張が強まる。 「中国への対抗意識」

は同 じでも、その表現が 「南中国世界の代表」か ら、より非地理的な 「もう一っの中華」へ変

化 した と見 られる。一方、中国以外 との対外関係では、 「あるべき朝貢国群」の時期による変

遷を明 らかに したが、それに関連 して、当初意識 していなか った新 しい問題が浮上 した。それ

らが単に周辺諸国を列挙 したものか、それとも 「イン ドシナの覇者」 「南 シナ海の覇者」など、

ベ トナムがより地理的な自己規定を していたことを示すのか、またそれらの 「朝貢国」との関

係のあ り方はどう観念 されていたのか といった問題に取 り組む。

渡辺は、まず王権研究の検討 を行うなかで、正統性の論理 とその淵源の考察を通 じて得 られ

る王権の絶対性 と現実の歴史過程のなかで行動す る王権の脆弱性の齪鱈の分析を行 うことに

よって、個々の王朝の王権の時代性、固有性を明 らかにするという手法の有効性を確認 した。

また、個々の史料の検討を通 じて、正統性の論理の中で、特に 「転輪聖王」の概念が、国家意

識を考察 してい くうえで、有効であることを明 らかに した。すなわち、仏教の理念の下で は、

全世界を支配 し、 しか も非暴力性とその権力の非継承性が強調 されるという、現実の王朝の政

治力学のなかで は存在 し得ない支配者像が、実現可能な理想 として構成されていき、そのなか
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で、本来無限であったはずの支配領域が限 りあるものと して意識されていたと説 く。そ して、

その理想 とされる有限の支配領域 も時代 とともに変化 していることが明 らかになる。今後、こ

うした考察をさらに加えてい くことによって、当時の支配者たちがどのような世界像を有 し、

そのなかで自らの政権をどう位置づけていたのか、を探究 しようとする。

吉川は、ラームカムヘー ン王碑文が19世 紀中頃に創作 され20世 紀にな って"解 読"さ れたと

す る偽作説 を踏 まえて、その内容に盛 られた国王と仏教 と民衆の結びつきがタイ固有の政治的

伝統 として強調 されてい く過程で、 「民族 ・宗教 ・国王」の三位一体を 「タイ的原理」とする、

明確な国家イデオ ロギーに発展 させていった可能性を考え、その過程を追究す る。またラーム

カムヘーン王碑文が描 く、民衆が国王に直訴で きるディーカー制、自由貿易、移民の受け入れ、

広大な版図など、模範的な制度を もっ理想的な国家 として讃え られるもの は、19世 紀当時のタ

イをめ ぐる内外の情勢を反映 した、 ラーマ4世 の政治思想を盛 りこんだ内容ではなかったかと

考える。そ して、ラームカムヘーン王碑文の"解 読"に よって、これらはタイの伝統的政治理

念として、20世 紀の政治の場に影響を与えてきた ものと推測す る。またタイ国史にとって、タ

イの光栄ある国家はまずラームカムヘーン王の時代に始まると著述され、国威発揚の 目標が示

され、ナ ショナ リズムに向か う過程が準備 されてきたと推定す る。ラームカムへ一ン王碑文 自

身の真偽をめ ぐる問題 も、 こうした仮説の解明過程で、より鮮明にで きるものと考える。

菅谷 は、スペイ ン支配下のフィリピンでは、住民がカ トリシズムを主体的に受容 し解釈す る

ことによ り世界観を共有 し、 またヨーロ ッパ の自由主義的な思想の流入お よび諸島内の商業

ネ ットワークの発展などによって、19世 紀後期から末期にかけて民族共同意識が形成され、 こ

れがフィリピン革命 にっながっていったと考える。 このなかで、植民地社会の富裕層 ・有力層

として上昇をとげていった中国系 メスティーソは、フィ リピン社会を正統に構成す る要素とし

て民族共同意識のなかに取 りこまれていき、 さらに、民族共同意識の形成過程で生 じた啓蒙運

動あるいは民族主義的な運動のなかで指導的役割を演 じるようになった、 と位置づける。 この

意味で、中国系 メスティー ソがなぜ18世 紀中頃以降に植民地社会における新 しい社会集団とし

て顕在化 して きたかを解明す ることは、 フィリピンにおける国家意識の形成過程を跡づける際

の重要なポイン トになると考える。

5.今 後 の課題

桃木は、時期的には上記のとおり、17世 紀以降の史料の検討を進める。特に、18世 紀以降の

南中国観の変化 と19世 紀における 「越南」 「大南」など新 しい国号 ・自己規定との関係に注目
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する。またその時期の史料には、かなり具体的に周辺諸国か らベ トナムへの 「朝貢」の様子が

記録 されている。 ここか ら、客観的な 「華夷秩序 」のあ りかただけでな く、当時の 「華夷意

識」を も探 ってみよ うとする。 また、17～18世 紀は北の正統王朝(黎 朝)に 対 し、南に広南院

氏政権が分立 している。今年度 はほとん ど扱えなか ったが、広南院氏の独 自の国家意識 にっい

て も探ってみる意欲を示す。

渡辺 は、上記の研究が各王朝の代表的な史料の分析を通 じて得 られた ものであるが、さらに

より多 くの史料を収集 し検討す ることによって、その実証性 を高める必要があると考える。 と

りわけ、抽出 した 「転輪聖王」概念の実証性 を高めるには、年代記以外 に、各時代ごとに、碑

文、詔勅、法令集、などの史料を収集 し検討 を加えてい く。 また、歴史史料以外の伝説や文学

などの言語資料、国家儀礼に関する文献資料にも着 目し、検討を加えてい く。そうした分析を

通 じて同時代の意識に関わるものをで きるかぎり網羅的に挙げていき、その中からその時代の

真の意識を探究 してい く。 と同時に、様 々な形で記録を残 した作者の念頭には、その範 となる

べ き転輪聖王の概念が存在 して、それを参考 にして概念を構想 し表現 した ことが考え られるの

で、各時代 ごとの概念の比較 はもちろんの こと、イ ンド、ス リランカの史料 に如何なる形で転

輪聖王概念が表現 されているのかを も考察 していく。また、権力による無限性の主張と有限性

の認識 という観点か ら、アジア前近代を視野においた比較総合化をめざす。

吉川は、20世 紀のタイを動か してきた国王 ・首相 ・大臣お よびその側近となって文筆活動を

していた人物の言説の中か ら、ラームカムへ一 ン王碑文にかかわる見解、国家 イデオロギーに

関す る主張を拾 い出す ことを大 きな課題 とする。またそれ に先立っ19世 紀のモ ンクッ ト王や

チュラーロンコーン王、およびダムロン親王 らの著述や発言のなかか ら、政治理念の展開を見

いだ し、国家 イデオロギーの抽出を試み る。そ してそれ らがいかなる精神基盤 にたつ ものか、

どのような内外の状況を反映 したものかを考える。1273年 に創 られたとす るラームカムヘー ン

王碑文の内容が、果たして13世 紀の政治経済情勢を反映す るのか、あるいは19世 紀の状況を反

映するものなのかは、 この碑文の真偽論争の結論を導 くのみならず、タイの伝統や国家意識の

連続性を考え るうえで、大きなポイン トとな る。

菅谷は、中国系 メスティーソが社会集団として析出 して くる背景 として、18世 紀後期におけ

るマニラの中国人移民社会の変容の具体的諸相をより鮮明にす る作業に着手す る。そのために

は、初年度に収集 した史 ・資料を含めて、さらに収集文献の整理 ・分析作業を進め、事例研究

の積み重ねを行う。また、・地方史を中心 とす る先行研究の成果を取 り入れ、マニラの中国人移

民社会の変容が地方における中国系メステ ィーソの存在にどのような影響を及ぼ したのか、さ
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らにカ トリック化 した中国人移民社会とメスティーソとのかかわ りがいかなるものであったの

かを把握する。そ うすることによって、18世 紀末期か らマニラが実質的に外国貿易に開かれ る

のを契機 に、中国系メステ ィーソが直ちにマニラと地方の商業ネ ッ トワークにおいて優位 にた

っ ことがで きた背景が 明 らか にな ると考え る。 そ して、諸島内の各地域 を結ぶ 中国系 メス

ティーソの活動が、植民地 フィリピンにおける民族共同意識形成への前提条件を生み出す重要

な ファクターであ ったと考え、その解明に重点をおく。
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